
Ⅰ 本校の実践内容

１
• 学校応援団の活動のコーディネートとデータベース化

２
• 校内事務の効率化への取り組み

３
• 教職員と学校応援団対象アンケート調査

４
• 学校運営協議会との関わり

５
• 広報活動支援の補助

１）学校応援団のコーディネート
① 学校応援団
活用の希望調査

② 学校応援団
の発見･選定

③ 概要と日程
調整

④学担と学校応
援団の打合せ

⑤ 実施

希望調査＜内容＋実施予定日＞

新規 各種方法（５種類）

学担から打合せ日程を聞く

詳細について（電話・直接打合せ）

当日の対応

希望調査＜内容や実施予定日＞

既存 人材バンクの利用



① 学担への希望調査
教員への「学校応援団活用依頼表」作成依頼

各学年に配布

② 学担への希望調査
教員への「学校応援団活用依頼表」作成依頼



②学校応援団の発見・選定
人材バンクのデータベースを活用
②学校応援団の発見・選定
人材バンクのデータベースを活用

学校応援団のデータベースを作成しています。
学校応援団の選定の際に、まずこれを活用します

実践記録シート

個人カード

②学校応援団の発見・選定
コーディネートの基本的パターン

• 学校運営協議会内のコーディネーターを活用する方法

１ 学校運営協議会を活用する例

• 不特定多数への依頼を目的とする方法

２ 地域・保護者への通知を活用する例

• 学校応援団への通知による直接依頼を目的とする方法

３ 学校応援団への通知を活用する例

• 学校応援団員にコーディネートしていただく方法

４ 地域コーディネーター的人材を活用する例

• おたより、連絡帳、電話連絡網などを活用して依頼する方法

５ 保護者へ直接依頼する例



③概要と日程調整
学担から日程や内容を聞きあらかじめ調整する

③概要と日程調整
学担から日程や内容を聞きあらかじめ調整する

学級担任から支援の内容を聞き取る
学級担任と具体的な打合せが出来るよう

あらかじめ支援内容を伝える

複数の候補日を
あげてもらうと
学校応援団の方と
日程が調整しやすい

学級担任が打合の出来る日時を調整
休み時間・放課後の時間帯が有効

支援内容について

概要が伝えられるよう
に準備をしておく

④ 学担と学校応援団の打合せ
打合せ方法について

学級担任 学校
応援団

直接打合せ

電話打合せ

時間的制約が少ない
随時打合せが出来る

詳細な打合せが出来る
親しい人間関係を築きやすい



学校応援団活用の促進

他学年の活動内容の共通理解

④ 学担と学校応援団の打合せ
決定した日程を職員室ホワイトボードに記入

職員室に
学校応援団の
日程を掲示

週案に
予定を掲載

⑤ 実施
当日の対応について

１

• 授業開始１０分前に学校へ来て、活動記録用紙に
氏名を記入してもらう

２
• 名札を用意し、着用してもらう

３
• 守秘義務について説明する

４

• 授業の後、ボランティアルームで感想やご意見をい
ただく



１）学校応援団に対するコーディネート

人材
バンク

学校応援団

保護者と地域住民

連絡・調整

支援活動

教
職
員

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ

調整

学校応援団に対するコーディネートを通して子どもと教職員の願いを実現

２）校内事務の効率化への取り組み

事務業務
改善

教職員の業務
改善

学年会計の統一書式化

各種届出のフローチャート化

各種届出用紙のホームページへの掲載

「転出入手続き」の流れ等、ホームページへ掲載

教職員及び事
務職員の業務

改善

発送文書保管方法の改善（未）

予算の蓄積化（共有ファイルへの書き込み）

共有フォルダの構成整理

事務職員の業
務改善

ショートカットキーの作成

物品管理

（見える化・保管場所の固定化・効率的管理）

スケジューリングによる効率化



２）校内事務の効率化への取り組み

• PCによる各種システムの構築１

• 整理・整頓などの環境づくり２

• 事務機器等の充実３

２ 効率化のために必要だと思われるもの

１ 意識 ：改善への取り組みは必要だと感じている

３）教職員・学校応援団対象アンケート

学校応援団をより活発に活用するために、どの業務の負担軽
減が可能か等、アンケート調査を実施

学校応援団を対象に、活動に積極的に参加してもらうために
必要なことは何か等、アンケート調査を実施

学校応援団対象

本校・教職員対象



３）学校応援団アンケート ～参加者数の推移～
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３）学校応援団アンケート

～参加のために必要なことは何か～上位３つ

１
• 積極的な声かけ

２
• ある程度の打ち合わせ

３
• 年間のスケジュールを提示すること



３）教職員対象アンケート

～負担に感じていること 及び
コーディネーターに依頼したい内容～

１
• 活動に対応出来る新規の人を見つけること

２
• 打ち合せの日程を調整すること

３
• 年間・月間の計画表を作成すること

・専門的な知識に触れること
で、より納得した学習活動に
取り組め、今まで以上に印象
に残り、子どもの中で、それ
に対する意識が高まったよう
に感じる

・あいさつや質問、お願い、お
礼など、自然にコミュニケー
ション能力が育っているように
思う

・質問や聞き取りメモが上達し
た

・あいさつや言葉づかいなど、
年上の方に対する礼儀正しさ
が身についてきた

・児童が社会に触れ、少しでも
視野が広がる良い機会とな
る

・地域を大事に思う気持ちが強
くなった

・多くの地域の方と顔見知りに
なることで、地域とのつながり
が強くなったように感じます

地域・地元への
愛着の深まり

学びに対する興味
関心の高まり

コミュニケーション
能力の向上

社会性の育成

３）教職員対象アンケート
～学校応援団との関わりを通してみられた

子どもたちの変化～



＜コミュニティ･スクール＞

４）学校運営協議会との関わり
～学校応援団に対する コーディネート～

○学校運営の基本方針の承認
○学校運営･教育活動への意見
○教員の任用についての意見

＜学校応援団＞
Plan

企画

Do

実施

Check

評価

Act

改善

学習支援・部活動支援
環境整備・子どもの安全確保
学校行事支援

ＣＳ
コーディ
ネーター

学校運営協議会に対し予算をともなったコーディネートを通してその願いを実現

４）学校運営協議会との関わり
～学校応援団と教職員との熟議～



５）学校運営協議会通信とブログ掲載支援

Ⅱまとめ
地域コーディネーターの育成

人材
バンク

学校応援団

保護者と地域住民

連絡・調整

支援活動

教
職
員

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ

調整

地域コーディネーターがいることにより組織的に安定した充実した活動に

地
域
Ｃ
Ｄ



Ⅱ まとめ
ＣＳＣＤとしての役割

学校運
営協議
会

教職員

学校

応援団

子ども
たち

地域

CSコーディネーター


